法の起原に関するタブウ説とその批判 -民法先存説への傾向- by 増田 福太郎
法
の
起
原
l
こ
關
す
る
タ
ブ
ウ
説
と
そ
の
批
判
－
民
法
先
存
説
へ
の
傾
向
－
増
田
福
太
郎
第
一
タ
ブ
ウ
説
の
要
　
旨
一
　
タ
ブ
ウ
の
語
の
起
尿
二
　
タ
ブ
ウ
説
の
大
要
第
二
　
タ
ラ
ウ
説
の
批
判
（
そ
の
一
）
三
　
台
湾
原
住
民
調
査
四
　
修
正
意
見
　
そ
の
一
第
三
　
タ
ブ
ウ
説
の
耕
判
（
そ
の
二
）
及
び
結
論
五
　
倍
正
意
見
　
そ
の
ニ
六
　
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
の
説
七
　
原
始
法
と
し
て
の
民
法
と
そ
の
規
範
性
法
の
起
原
に
開
す
る
タ
ブ
ウ
説
と
そ
の
批
判
一
七
五
純
白
と
経
済
一
七
六
第
タ
コf
ク
設
の
要
旨
一
グ
プ
ウ
(Sσ
。
。
)
と
い
ろ
語
は
、
も
と
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
(P)31HMgE)
の
T
Y
ガ
島
(
斗
。
口
問
ω)
の
士
一
誌
で
あ
る
口
近
世
の
欧
米
人
は
、
そ
の
習
俗
を
明
確
に
表
示
す
べ
き
同
語
を
有
し
伝
い
た
め
に
、
各
国
の
民
放
学
者
は
期
せ
や
し
て
故
初
に
注
意
を
ひ
い
た
ポ
リ
ネ
シ
ヤ
語
を
そ
の
ま
ま
に
長
そ
い
、
現
今
に
お
い
て
は
「
グ
プ
ウ
」
は
世
界
の
通
用
語
と
怒
っ
た
次
第
で
あ
り
、
グ
プ
ウ
的
た
羽
目
俗
は
現
に
太
平
洋
原
住
民
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
み
で
な
く
、
印
度
・
ア
フ
リ
カ
そ
の
他
世
界
の
各
方
面
に
・
お
い
て
も
、
と
の
習
俗
を
有
す
る
民
放
は
頗
る
多
く
、
現
時
と
の
習
俗
を
存
し
な
い
地
方
で
も
、
必
や
や
往
時
そ
の
民
投
の
問
に
広
く
行
わ
れ
た
痕
跡
を
首
め
て
い
る
と
説
く
い
わ
ゆ
る
グ
プ
ウ
学
説
の
民
聞
を
み
る
に
玉
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
が
法
学
界
に
・
お
け
る
グ
プ
ウ
論
は
、
穂
積
陳
霊
博
士
に
工
ク
て
初
め
¥
 
て
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
取
り
い
れ
ら
れ
、
紛
い
て
牧
町
英
一
円
士
に
よ
っ
て
小
じ
ん
ま
り
と
整
理
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
法
の
起
原
叉
は
米
川
社
会
法
制
に
関
す
る
わ
が
訟
中
才
の
考
え
方
は
、
右
両
博
士
の
論
旨
を
殆
ん
ど
出
て
い
た
い
工
う
で
あ
る
。
=
秘
的
仙
川
士
は
、
グ
プ
ウ
が
人
知
の
品
川
U
M的
利
俗
た
る
ゆ
え
ん
は
、
必
や
や
人
知
共
通
の
事
情
が
そ
の
中
に
在
っ
て
タ
プ
ウ
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
北
川
泌
は
、
生
物
に
共
通
な
陥
附
的
保
全
作
用
で
あ
る
と
す
る
。
離
隔
は
、
生
物
の
保
全
作
用
中
最
も
重
要
た
も
の
の
一
で
あ
り
兎
の
疾
走
・
氾
の
昭
一
叩
・
助
物
の
放
兵
・
人
測
の
築
却
な
ど
特
危
害
物
隊
陥
に
よ
る
保
全
作
用
で
あ
る
。
か
よ
う
友
保
全
作
用
の
木
能
に
起
因
し
た
災
厄
の
恐
怖
が
、
査
民
の
問
に
迷
信
を
訪
い
起
し
て
、
或
は
グ
プ
ウ
性
の
保
有
休
に
援
触
す
る
と
き
は
災
を
蒙
る
と
信
じ
、
或
は
グ
プ
ウ
の
事
を
た
す
と
き
は
、
必
や
崇
り
が
あ
る
と
伝
じ
、
と
の
信
念
に
よ
り
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
ω口
グ
プ
ウ
に
は
各
種
の
も
の
が
あ
る
が
、
(
イ
)
そ
の
一
は
財
産
に
関
す
る
も
の
で
、
根
示
に
よ
っ
て
グ
プ
ウ
を
設
定
し
、
と
れ
を
物
件
専
有
の
保
障
と
注
す
習
俗
で
、
た
と
え
ば
サ
モ
ア
人
中
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
毒
魚
の
グ
プ
ウ
」
は
、
。
ハ
γ
呆
を
保
護
す
る
た
め
に
榔
子
の
葉
で
毒
魚
の
形
を
作
り
、
と
れ
を
。
ハ
γ
の
樹
に
吊
し
て
そ
の
樹
の
グ
プ
ウ
怠
る
乙
と
を
標
示
す
る
も
の
で
、
と
の
グ
プ
ウ
を
犯
し
て
果
実
を
盗
む
者
は
、
海
に
入
る
と
き
に
必
十
毒
魚
に
刺
さ
れ
て
死
ね
る
も
の
左
信
ぜ
ら
れ
、
「
積
木
の
グ
プ
ウ
」
は
果
樹
の
幹
に
柿
木
を
か
け
、
そ
の
果
樹
よ
り
盗
む
者
は
身
体
を
貫
通
す
べ
き
感
涜
を
発
し
て
死
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
ω。
マ
ラ
イ
・
方
面
で
は
仰
、
グ
プ
ウ
(
℃
ω自
ω
}
r
u
O
B巳
ケ
唱
。
ω。
w
H
5
5
σ
。
ω。
ω。
)
の
印
し
と
し
て
榔
子
の
葉
を
果
樹
園
・
業
関
等
に
立
て
る
と
き
は
、
そ
の
土
地
は
グ
プ
ウ
と
た
り
、
盗
人
は
冥
罰
を
恐
れ
て
そ
の
内
に
見
な
踏
み
入
れ
る
乙
と
が
た
い
と
い
い
(dBR--M)
、
白
い
十
字
形
を
画
い
た
査
を
果
樹
の
枝
に
か
け
る
と
き
は
、
そ
の
突
を
合
う
北
は
術
的
と
な
る
も
の
と
さ
れ
る
(
〉
自
げ
0
3
m
'
M
Y
(
ロ
)
グ
プ
ウ
は
ま
た
親
族
関
係
に
つ
い
て
一
ほ
の
作
川
を
な
す
口
向
性
相
川
一
ω
グ
プ
ウ
口
広
く
未
聞
社
会
に
行
わ
れ
て
い
る
n
近
川
川
性
交
の
グ
プ
ウ
・
姦
一
一
辿
ω
グ
プ
ウ
の
ご
み
)
ざ
と
れ
に
い
仇
す
る
。
例
、
υ
ん
ば
コ
γ
ゴ
ー
の
パ
ム
パ
フ
政
(
回
ω自
げ
R
ω
)
は
姦
通
者
の
生
引
は
必
十
死
す
る
も
の
と
伝
じ
、
ピ
ル
マ
の
カ
1
レ
ン
政
(
同
ω
円。ロ
ω
)
日
、
早
版
記
た
は
川
川
の
九
九
め
に
飢
位
が
あ
る
と
き
は
、
乙
れ
は
神
が
故
人
中
に
姦
通
者
の
あ
る
の
を
怒
ク
で
附
代
史
昨
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
刊
。
そ
の
他
山
川
政
に
む
け
る
外
好
俗
(ougmm凶
自
己
も
若
し
い
例
で
あ
っ
て
、
乙
れ
を
伎
一
す
も
の
は
一
般
に
災
川
を
う
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
(
ハ
)
グ
プ
ウ
は
ま
た
首
長
の
身
辺
に
つ
い
て
も
一
種
の
作
用
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
メ
ヲ
ネ
シ
ヤ
加
山
で
は
、
君
主
の
身
休
ゐ
工
ぴ
身
辺
に
あ
る
も
の
は
皆
グ
プ
ウ
で
あ
っ
て
、
乙
れ
に
触
れ
る
も
の
は
忽
ち
神
罰
を
戎
る
べ
き
も
の
と
し
め
、
ま
た
マ
ラ
イ
群
島
に
沿
い
て
も
内
長
の
身
体
は
神
聖
で
あ
り
、
こ
れ
に
触
れ
る
者
は
た
ち
ま
ち
死
ね
べ
し
と
の
信
念
が
存
す
る
口
乙
の
援
触
の
グ
プ
ウ
の
意
義
は
な
沿
延
長
さ
れ
て
況
党
を
も
っ
て
按
す
る
乙
と
も
禁
ぜ
ら
れ
、
首
長
自
ら
も
種
々
の
方
法
に
よ
り
凡
俗
の
視
線
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
四
ア
フ
リ
カ
の
シ
ヤ
1
ク
・
ポ
イ
y
f
(
印
F
R
w
p
v
E
C
に
お
い
て
は
、
国
王
は
深
林
中
に
人
民
の
視
線
を
避
け
て
独
居
し
、
モ
シ
ネ
1
シ
(EgU1HMgC
の
王
は
つ
ね
に
高
塔
に
住
み
平
地
忙
降
る
乙
と
を
詐
さ
れ
な
か
ク
た
と
い
う
仰
。
か
く
の
ご
と
く
法
は
そ
の
財
産
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
、
羽
枚
・
灯
姻
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
、
グ
プ
ウ
に
起
原
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
乙
で
グ
プ
ウ
と
は
何
で
あ
る
か
と
の
定
義
の
下
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
「
神
聖
ま
た
は
汚
械
の
事
物
に
触
れ
る
乙
と
を
禁
忌
し
て
と
れ
を
佼
す
と
き
は
災
害
を
蒙
る
べ
し
と
の
信
念
よ
り
生
じ
た
羽
俗
』
と
い
う
と
と
に
友
る
の
。
す
な
わ
ち
、
グ
プ
ウ
の
観
念
に
は
神
聖
沿
工
び
汚
般
の
ご
意
義
が
兼
有
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
人
・
ロ
l
マ
人
に
お
い
て
グ
プ
ウ
の
存
し
た
と
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
プ
ウ
陀
相
当
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
の
ハ
ギ
オ
ス
(
討
さ
5
)
、
一
フ
テ
γ
語
の
す
1
ケ
ル
(ω
の
O
円
)
は
い
づ
れ
も
神
聖
の
意
義
の
あ
る
と
と
も
に
忌
み
持
一
く
べ
き
も
の
と
の
意
義
を
有
し
て
い
た
。
日
本
語
に
沿
い
て
グ
プ
ウ
の
意
義
に
相
当
す
る
も
の
は
忌
(
い
む
)
の
字
で
あ
る
。
古
典
に
・
お
い
て
忌
服
屋
・
忌
股
・
忌
柱
・
忌
鋤
・
忌
斧
と
い
う
工
う
に
今
日
の
い
わ
ゆ
る
「
御
」
に
相
当
す
る
、
す
な
わ
ち
神
聖
の
意
に
用
い
て
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
、
忌
言
葉
・
忌
事
の
ご
と
く
、
嫌
惑
す
る
と
き
に
も
忌
の
字
を
用
い
て
あ
る
仰
小
山
口
法
の
起
原
に
関
す
る
タ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
一
七
七
経
蛍
と
経
済
一
七
入
(
1
)
穂
積
陳
重
「
法
律
巡
化
論
」
第
三
冊
(
昭
和
二
年
)
四
入
頁
(
2
)
口
-
d
M
g
m♂
r
g
o
p
回
世
目
印
l
M∞
∞
(
向
上
二
七
九
頁
)
(
3
)
H
・
C
・可
E
N
F
3
3
z
d司
H
E
r・
3
・
ピ
!
日
日
(
向
上
二
人
一
一
良
)
(
4
)
】・の
-
F
R
q
s・丘件・
H
〈
・
(
向
上
回
O
三
瓦
)
(
5
)
切
島
叶
日
H
o
g
s
u
凶，
Z
E」
古
ロ
凶
・
・
宅
-
m吋
!
日
P
・
E
・
ロ
∞
(
同
上
九
九
頁
)
(
6
)
凶
8
0勺
F
O
R
k
p
s
r
B
Y
4・A
H
・
民
(
阿
上
一
二
O
瓦
)
(
7
)
秘
和
陳
町
一
、
山
川
、
三
二
一
九
(
8
)
川
上
一
一
一
六
l
三
入
江
(
り
)
わ
が
古
川
の
天
ww叩
た
る
川
品
川
、
mm、
開
放
、
加
時
、
出
刻
、
生
剥
、
逆
剥
、
原
戸
の
入
罪
の
う
ち
、
頻
蒔
、
串
剰
の
二
罪
は
、
標
一
部
の
タ
プ
ウ
た
り
と
す
石
川
の
古
〈
存
す
る
こ
と
が
注
訳
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
貫
胤
は
「
此
頻
時
、
串
刻
の
二
条
は
、
上
な
る
昨
放
、
山
川
、
m
M
州川な
y一
旧
小
-
川
る
山
川
い
そ
為
す
に
は
非
ら
で
お
田
-pe
争
ふ
な
り
、
然
れ
ば
右
の
頻
時
も
私
記
に
、
有
二
回
夫
-
既
括
ニ
円
以
一
種
一
、
一
間
後
他
人
投
下
レ
利
也
正
一
民
へ
る
如
く
、
人
の
利
子
問
き
た
る
上
へ
我
杭
そ
下
し
て
、
立
〈
杭
号
以
て
人
の
耕
れ
る
田
を
我
有
正
為
て
争
ふ
な
り
、
又
此
は
出
刈
も
、
思
部
一
止
前
が
前
に
、
将
レ
鈍
官
官
二
人
畔
一
立
ご
己
防
-
也
と
云
ひ
、
一
条
兼
良
公
御
説
に
、
今
世
所
謂
回
札
也
と
宣
へ
る
な
ど
、
先
に
は
信
従
ざ
り
し
か
ど
、
今
思
へ
ば
犯
に
お
如
く
に
て
、
秋
に
訳
出
て
稲
宍
の
熟
ら
み
て
漸
々
苅
納
る
期
に
臨
て
己
が
践
の
銭
を
持
て
其
主
に
令
牧
ぎ
る
な
り
(
「
延
苔
式
祝
詞
前
述
」
)
口
第
タ
コf
ク
設
の
批
判
=
一
ー
以
上
は
、
今
日
わ
が
法
学
界
に
流
布
し
て
，
い
る
グ
プ
ウ
説
の
犬
耐
火
で
あ
る
。
と
の
説
は
種
々
の
論
点
を
含
ん
で
い
る
が
、
大
要
は
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。
(
叩
)
グ
プ
ウ
は
人
の
行
為
に
関
す
る
治
極
的
(
す
な
わ
ち
災
厄
的
禁
止
)
の
規
範
で
あ
る
と
と
(
乙
)
グ
プ
ウ
は
人
測
の
故
原
始
規
範
で
あ
る
乙
と
以
下
ま
づ
第
一
の
点
に
ク
い
て
の
み
検
討
し
よ
う
。
台
消
の
原
住
民
(
い
わ
ゆ
る
者
校
)
に
沿
い
て
も
グ
プ
ウ
(
災
厄
的
禁
止
規
範
〉
に
相
当
す
る
語
と
習
俗
と
を
有
す
る
。
プ
グ
ヤ
ル
校
(
k
r
g
U
1
巳
)
で
は
プ
サ
ネ
ク
(
ロ
ロ
ω
ロ
O
G
〉
、
サ
イ
シ
ヤ
w
J
T
放
(
印
包
巴
ω円
)
で
は
ピ
シ
エ
ジ
(
立
ω
F
Wロ
)
、
プ
ヌ
ジ
校
(
回
ロ
ロ
ロ
ロ
)
で
は
マ
ヤ
シ
モ
(
B
S
E
B。
)
、
ツ
オ
ウ
枚
(
叶
g
ロ
)
で
は
ベ
イ
シ
ヤ
(
U
E巴
ω)
、
パ
イ
ワ
ン
政
(
M
M
h
弘
司
自
)
、
で
は
パ
リ
シ
1
(
匂
ω円
宮
山
)
、
プ
ミ
枚
(
〉
白
山
)
で
は
北
部
に
お
い
て
は
カ
パ
ナ
ハ
(
ρ
ω
g
S
F
)
、
中
部
・
南
部
プ
ミ
政
℃
は
パ
イ
シ
シ
(
U
巳
巳
ロ
)
、
ヤ
ミ
放
(
J
E
B
C
で
は
マ
カ
ニ
ヤ
ウ
(
自
ω
w
gヨ
ロ
)
と
い
う
口
し
か
し
て
、
と
れ
ら
の
諸
族
花
川
市
し
火
山
川
、
大
た
い
山
川
米
述
べ
た
工
う
な
グ
プ
ウ
的
習
俗
の
行
わ
れ
て
い
る
と
と
を
知
り
え
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
財
産
に
関
す
ろ
も
ωと
し
て
、
ず
り
F
Y
枚
一
ツ
ブ
一
プ
γ
放
で
は
、
樹
上
に
蜂
巣
を
発
見
し
、
他
日
そ
の
成
熟
を
ま
ク
て
乙
れ
を
取
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
不
在
給
ん
で
そ
ω先
端
を
栄
の
方
に
向
け
て
さ
し
h
け
て
ゐ
く
か
、
ま
た
は
樹
に
切
傷
を
ク
け
て
沿
く
口
ま
た
切
り
出
し
た
材
木
、
路
上
に
む
い
た
品
物
な
ど
に
も
や
は
り
茅
を
結
ん
で
治
く
乙
と
か
あ
る
。
乙
の
し
る
し
を
侵
せ
ば
休
に
服
物
が
出
来
る
仰
。
ツ
オ
ウ
故
グ
ッ
バ
γ
社
で
も
自
八
万
の
所
有
物
で
あ
る
と
と
を
標
示
す
る
た
め
の
茅
葉
を
沿
い
で
あ
る
よ
う
た
物
を
持
ち
去
る
乙
と
は
、
ベ
イ
シ
ヤ
で
あ
る
の
。
パ
イ
ワ
シ
校
一
フ
イ
社
で
も
北
部
ア
ミ
挨
リ
一
フ
ウ
社
で
も
同
様
で
あ
る
口
次
に
婚
姻
に
関
し
て
も
、
グ
プ
ウ
の
事
例
が
多
い
口
7
タ
ヤ
ル
枚
プ
ス
リ
γ
社
で
は
私
通
・
姦
通
は
い
づ
れ
も
プ
サ
ネ
ク
で
、
乙
れ
を
侵
し
た
男
は
猟
に
行
ク
た
と
き
蛇
に
佼
ま
れ
た
り
、
断
崖
か
ら
落
ち
て
負
傷
し
た
り
す
る
向
。
乙
と
に
、
校
外
熔
俗
は
プ
ヌ
γ
挨
・
ツ
オ
ウ
枚
・
サ
イ
シ
ャ
ツ
T
挨
に
沿
い
て
典
型
的
に
厳
守
さ
れ
、
そ
の
違
反
は
グ
プ
ウ
と
さ
れ
て
い
る
口
。
ハ
イ
ワ
シ
放
の
一
フ
イ
社
、
ボ
シ
ガ
リ
社
で
は
、
従
兄
弟
姉
妹
，
迄
の
通
婚
は
パ
リ
シ
1
で
、
乙
れ
を
促
せ
ば
不
凡
ハ
児
が
生
れ
る
と
伝
え
ら
れ
小
山
、
ア
グ
ヤ
ル
社
T
ボ
コ
社
で
は
再
従
兄
弟
姉
妹
迄
の
結
婚
は
プ
サ
ネ
ク
で
、
乙
の
近
親
禁
婚
を
侵
す
と
、
山
に
い
っ
て
負
傷
し
た
り
、
生
れ
た
子
が
犬
死
し
た
り
す
る
と
さ
る
向
。
ア
ミ
挨
グ
パ
ロ
シ
社
で
も
再
従
兄
弟
姉
妹
迄
の
通
婚
は
。
ハ
イ
シ
γ
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
ミ
挨
り
一
フ
ウ
社
で
は
、
敵
蕃
と
結
婚
す
る
乙
と
は
禁
ぜ
ら
れ
、
乙
れ
を
侵
せ
ば
、
夫
婦
の
一
方
が
死
ぬ
か
、
そ
の
間
の
子
が
死
ぬ
と
さ
れ
て
い
る
。
首
長
に
関
す
る
グ
プ
ウ
と
み
る
べ
き
事
例
は
台
清
原
住
民
に
は
全
く
な
く
、
筆
者
の
耳
に
し
た
と
こ
ろ
で
は
ア
ミ
枚
グ
パ
ロ
γ
社
で
は
、
総
祭
司
家
に
伝
わ
る
コ
ル
シ
と
い
う
土
焼
き
の
査
が
あ
り
、
祭
司
以
外
の
者
が
乙
の
査
に
触
れ
る
と
熱
病
に
な
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
仰
。
(
1
)
一
フ
フ
一
フ
シ
社
口
述
者
ル
ス
グ
ス
・
ナ
ワ
ナ
ン
、
タ
リ
ロ
・
ナ
ワ
ナ
シ
他
(
昭
和
二
ニ
年
五
月
調
査
)
治
の
起
原
に
閲
す
る
タ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
一
七
九
経
営
と
続
出
一入
O
(
2
)
タ
ツ
パ
ン
口
、
述
者
ウ
オ
グ
・
ベ
ヨ
ン
シ
他
(
昭
和
一
一
年
四
月
調
査
)
(
3
)
プ
ス
リ
シ
社
口
、
述
者
ヤ
カ
オ
・
パ
ヤ
ン
、
タ
内
ノ
パ
ン
・
ピ
1
タ
イ
他
(
昭
和
一
四
年
七
月
調
査
)
(
4
)
一
ブ
イ
社
口
述
者
ア
ピ
ト
ア
ン
・
ア
ル
ド
他
。
ボ
ン
ガ
リ
社
一
ア
ガ
一
プ
シ
・
チ
ヤ
ロ
カ
バ
イ
他
(
昭
和
二
ニ
年
一
一
月
調
査
)
(
5
)
ト
ボ
コ
社
口
、
述
者
バ
イ
ダ
ン
・
ウ
ミ
ン
、
カ
一
フ
ウ
・
ハ
ロ
ン
他
(
昭
和
一
四
年
七
月
調
査
)
(
6
)
タ
バ
ロ
ン
社
口
、
述
者
一
フ
ケ
・
バ
ョ
、
ア
一
ブ
ン
・
ウ
イ
(
昭
和
一
四
年
入
月
調
査
)
四
か
上
う
伝
次
第
で
グ
プ
ウ
的
現
俗
が
未
聞
原
住
民
社
会
に
行
わ
れ
て
い
る
と
と
は
、
全
く
疑
を
い
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
合
法
原
住
民
前
夜
に
法
い
て
私
の
と
く
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
ク
ぎ
の
点
で
あ
る
o
mw
グ
プ
ウ
と
い
う
仰
念
は
、
人
の
行
れ
だ
け
で
な
く
、
勤
杭
物
に
も
及
ん
で
い
る
と
と
口
ア
グ
ヤ
ル
ル
仰
に
つ
い
て
み
よ
う
n
グ
ロ
コ
れ
ω口
述
点
引
に
工
る
と
飼
蒸
し
て
い
る
阪
が
雛
を
食
べ
た
と
き
は
以
後
乙
れ
を
表
わ
や
、
か
工
う
な
版
は
殺
し
て
・
食
べ
て
し
主
う
n
?、た
M
M
が
一
.
科
一
次
い
し
三
国
の
仔
を
限
ん
だ
場
合
は
プ
サ
ネ
ク
で
、
親
阪
・
仔
阪
を
殺
し
て
し
ま
う
か
、
他
に
必
ク
て
し
・
沿
う
。
も
し
そ
う
し
た
い
と
、
人
が
沢
山
ω
と
さ
戸
が
阪
の
よ
う
に
な
る
ω。
グ
ウ
ヅ
ア
審
で
は
、
阪
が
阪
の
糞
た
合
え
ば
、
例
主
は
れ
一
似
す
ベ
く
、
阪
が
烈
立
会
え
ば
流
行
的
が
は
や
る
と
て
、
い
つ
れ
も
こ
れ
を
忌
み
ゆ
、
ガ
オ
ガ
シ
蕃
で
は
不
具
の
阪
児
、
無
毛
の
限
切
は
乙
れ
を
来
て
、
そ
の
制
限
沿
人
の
も
の
と
交
ね
す
る
0
・t
た
阪
が
柄
外
で
分
娩
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
屠
ク
て
そ
の
肉
を
社
ぃ
八
に
八
刀
与
す
べ
く
、
そ
う
で
な
い
と
思
疫
が
流
行
す
る
。
以
の
交
氾
は
木
政
一
般
に
乙
れ
を
禁
忌
と
し
、
阪
の
児
は
乙
と
ご
と
く
渓
人
よ
り
買
入
れ
来
ク
た
ゆ
n
交
戦
の
場
合
、
或
は
敵
の
攻
喰
を
う
け
た
際
、
敵
刊
に
あ
ク
て
築
死
し
た
家
高
は
不
世
口
と
し
て
と
れ
を
渓
中
に
流
す
か
、
土
中
に
埋
め
て
棄
て
て
し
ま
の
う
を
常
と
す
る
。
町
一
れ
は
乙
れ
を
家
の
内
に
作
る
と
外
に
作
る
と
を
問
わ
‘
守
、
深
く
掘
り
、
そ
の
上
に
石
又
は
板
を
治
き
、
犬
そ
の
他
の
獣
類
に
発
掘
さ
れ
た
い
工
う
に
す
る
。
も
し
、
犬
に
発
掘
さ
れ
た
り
犬
が
民
体
を
食
べ
た
と
き
は
乙
れ
を
禁
忌
と
し
そ
の
犬
を
絞
殺
し
、
た
h
出
版
左
足
ク
て
不
泌
を
被
う
。
家
に
死
者
の
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
犬
を
縛
ク
て
俳
仰
せ
し
め
や
ノ
、
も
し
犬
が
死
者
に
触
れ
、
ま
た
は
死
者
に
供
し
た
食
物
主
食
う
と
不
士
口
と
し
て
そ
の
犬
を
殺
し
、
難
の
有
一
鳴
き
は
禁
日
JY
、
一
ん
一
ポ
え
氏
以
一
日
刊
に
不
幸
が
く
る
と
し
て
現
日
乙
れ
を
殺
し
て
し
ま
う
。
難
が
難
の
卯
を
食
う
の
は
禁
忌
で
神
が
怒
る
と
考
え
、
古
た
花
小
川
仰
が
社
内
在
米
び
目
ざ
た
わ
住
家
の
椋
に
鳴
け
ば
死
人
の
あ
る
凶
作
地
と
信
じ
て
い
る
と
乙
ろ
も
あ
る
口
グ
ロ
コ
蕃
プ
ス
リ
γ
社
の
口
述
者
に
上
る
と
、
胡
瓜
を
椋
え
て
一
節
え
々
に
突
が
生
る
(
多
く
生
る
)
と
禁
忌
で
取
ク
て
食
べ
て
し
ま
う
口
さ
う
で
泣
い
と
神
が
怒
ク
て
そ
の
人
が
病
気
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
一
札
卒
以
貯
に
自
生
す
る
白
百
合
の
花
が
急
に
咲
き
抗
う
と
き
は
、
暴
風
雨
襲
来
の
前
兆
と
す
る
と
と
ろ
が
あ
る
仰
。
サ
イ
γ
ヤ
ツ
T
政
で
は
、
山
川
の
交
尼
を
い
川
市
忌
と
し
、
阪
の
児
は
渓
人
上
り
川
う
。
阪
が
家
に
入
る
の
は
禁
忌
で
あ
る
例
。
竹
内
叫
が
夜
中
に
，
mく
し
九
三
は
そ
ω刈
に
死
人
が
あ
る
。
難
が
夜
鳴
く
と
そ
の
社
に
凶
事
が
あ
る
と
い
っ
て
、
匹
ち
に
抑
え
て
ね
し
、
木
ω
光
花
川
り
、
…
川
k.HJT-ω
川
に
仙
川
ん
で
日
ω
ヘ
バ
岐
点
に
た
て
る
例
。
プ
ヌ
ン
放
で
は
、
阪
が
版
小
屋
以
外
で
仔
を
産
む
の
は
禁
日
で
、
そ
ω川
川
1
t
川
以
4
H
仔
収
点
殺
す
の
n
円
以
が
一
刊
し
か
仔
ず
一
生
ま
な
か
っ
た
と
き
は
親
版
と
も
殺
し
、
仔
阪
は
捨
て
て
し
ま
い
、
川
以
ω方
日
老
人
以
外
ω汗
は
そ
の
内
在
会
わ
な
い
ゆ
。
日
れ
で
は
烏
煩
が
屋
内
に
飛
込
む
の
を
非
常
に
不
祥
と
し
、
も
し
、
ど
う
し
て
も
い
以
内
に
飛
込
む
と
三
は
そ
の
一
家
は
全
部
死
亡
す
る
お
の
と
し
袋
一
民
を
す
て
て
他
に
移
転
す
る
ゆ
。
ヅ
オ
ウ
挨
で
は
他
人
の
阪
が
家
に
入
る
と
き
は
殺
し
て
も
芳
一
女
た
い
、
収
が
家
門
の
限
汁
烈
に
m仇
す
る
こ
と
は
禁
忌
だ
が
ら
で
あ
る
。
犬
が
家
内
に
居
ク
て
長
吠
す
る
の
は
不
吉
で
あ
り
、
恐
ら
く
死
人
が
出
る
で
あ
ろ
う
と
て
玖
立
川
さ
ポ
ア
メ
プ
イ
マ
ナ
(
家
内
の
不
士
口
被
い
)
の
祈
結
を
行
う
。
難
の
夜
鳴
は
不
吉
で
あ
る
。
死
人
の
出
る
こ
と
を
恐
れ
て
現
初
こ
れ
を
殺
し
、
家
人
各
自
そ
の
毛
冠
を
切
り
、
そ
の
一
片
を
茅
二
本
の
先
端
に
挟
み
、
エ
プ
ユ
プ
ス
(
不
浄
被
い
の
依
)
を
行
う
仰
口
か
く
の
如
く
グ
プ
ウ
の
観
念
は
、
人
の
行
為
だ
け
で
な
く
効
机
物
に
も
そ
の
ま
ま
及
ん
で
い
る
と
と
は
注
目
に
価
す
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
会
忌
違
反
の
行
為
の
う
ち
に
は
、
入
間
の
行
為
の
み
な
ら
十
、
明
机
物
の
所
作
も
合
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
y
(
1
)
プ
ス
リ
ン
社
口
、
述
者
(
前
出
)
(
2
)
タ
ウ
判
/
ア
審
チ
w
ノ
カ
社
に
て
(
3
)
人
口
消
者
朕
伯
習
研
究
第
一
巻
二
七
二
一
具
(
4
)
台
沼
市
政
士
山
第
一
巻
(
大
正
六
年
)
二
七
入
頁
(
5
)
マ
リ
シ
社
ユ
1
ワ
イ
・
パ
ウ
ナ
イ
、
ハ
ン
テ
ウ
社
タ
一
フ
ウ
・
ユ
1
マ
オ
共
述
(
昭
和
一
一
年
一
一
月
調
査
)
(
6
)
者
政
的
自
訓
査
報
告
吉
第
三
巻
(
大
正
六
年
)
四
五
頁
(
7
)
卓
社
一
帯
お
よ
び
位
者
に
て
(
昭
和
一
二
年
一
一
月
調
査
)
(
昭
和
一
四
年
七
月
調
百
)
活
の
起
原
に
関
す
る
タ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
7¥ 
経
営
と
経
済
J¥、
(
8
)
F
下
社
蕃
口
述
者
ル
ス
グ
ス
・
ナ
ワ
ナ
シ
他
(
昭
和
二
コ
年
五
月
)
(
9
)
カ
ト
グ
一
プ
ン
社
お
よ
び
轡
大
社
口
、
述
者
ピ
マ
・
タ
ナ
ピ
マ
、
パ
ヤ
ン
・
タ
ナ
ぜ
マ
他
(
昭
和
二
二
年
五
月
)
(
刊
)
呑
挟
慣
習
調
査
報
告
書
第
四
巻
(
大
正
七
年
)
九
三
一
氏
間
グ
プ
ウ
の
観
念
は
、
延
長
し
て
自
然
的
事
公
に
も
及
ぶ
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
ア
グ
ヤ
ル
放
で
は
、
日
投
む
上
ぴ
川
社
は
こ
れ
を
洪
水
そ
の
他
の
凶
北
と
し
、
狩
獣
・
出
征
・
旅
行
等
を
戒
め
、
或
る
部
族
で
は
一
祭
団
全
体
で
版
一
顕
在
肘
り
仲
(
E
Z
F
)
に
供
し
て
不
士
口
を
被
う
口
各
部
故
を
通
じ
て
雨
乞
い
・
日
乞
い
等
の
行
事
が
行
わ
れ
ω、
主
た
防
佼
-
w
m
虫
の
行
引
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
ω行
事
方
法
は
と
い
う
と
、
人
の
凶
事
・
犯
行
を
解
き
放
う
方
法
と
同
巧
具
曲
の
も
の
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
ω
こ
と
は
日
以
り
・
い
い
パ
削
ル
ハ
サ
ω自
然
現
象
や
、
病
気
・
災
害
等
の
凶
変
現
象
も
、
.
や
は
り
彼
等
の
グ
プ
ウ
的
何
念
の
恋
必
仙
川
上
に
作
る
も
ω
で
あ
る
こ
と
を
抗
測
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
火
と
え
打
プ
グ
ヤ
ル
院
で
は
…
川
公
以
外
ω祈
杭
在
概
し
て
カ
シ
マ
イ
シ
と
い
い
、
そ
の
目
的
に
よ
り
数
種
を
区
別
し
て
い
る
ω。
「
カ
シ
マ
イ
シ
・
カ
1
ヤ
ル
」
|
|
こ
れ
に
川
乞
い
と
け
乞
い
と
あ
る
。
雨
乞
に
は
一
社
共
同
し
て
渓
流
に
至
り
、
阪
を
屠
ク
て
血
在
流
し
、
女
忍
祈
時
し
、
後
一
同
天
に
向
っ
て
耐
を
呼
ぶ
。
日
乞
い
は
一
社
共
同
し
て
山
に
登
り
、
ク
キ
ジ
ヤ
イ
と
称
す
る
木
を
焼
き
、
阪
を
ほ
泊
り
、
女
亙
祈
鰐
を
行
い
、
の
ち
天
に
向
っ
て
持
れ
上
と
呼
ぶ
。
「
凶
行
約
の
カ
Y
マ
イ
シ
」
l
他
の
蕃
社
と
の
交
通
を
絶
ク
と
と
も
に
、
一
祭
団
ま
た
は
一
社
に
て
阪
を
屠
り
、
と
れ
を
神
に
供
し
て
そ
の
約
の
侵
入
を
防
ぐ
。
「
害
虫
の
カ
シ
マ
イ
シ
」
!
害
虫
が
畑
に
発
生
し
て
蔓
延
の
兆
の
あ
る
と
き
は
、
一
社
共
同
し
て
乙
れ
を
肌
除
す
る
法
を
修
す
る
口
南
洩
蕃
で
行
う
と
乙
ろ
を
み
る
に
、
頭
目
す
な
わ
ち
祭
主
は
社
全
民
を
会
し
て
阪
を
屠
る
。
と
れ
を
神
に
供
え
、
そ
の
脂
肪
の
み
を
煮
て
汁
を
作
り
、
と
れ
を
害
虫
の
最
も
多
い
畑
に
持
参
し
て
振
り
掛
け
、
そ
の
浮
は
八
刀
け
て
諾
所
の
畑
に
埋
め
て
帰
る
。
帰
ク
て
後
、
一
同
残
り
の
肉
を
食
い
泊
を
酌
む
。
か
く
す
る
と
き
は
、
四
五
日
の
問
に
害
虫
は
必
十
他
に
飛
び
去
る
と
。
「
凶
事
・
犯
行
の
カ
シ
マ
イ
シ
」
l
蕃
人
が
凶
事
・
犯
行
を
注
す
乙
と
は
甚
だ
多
い
が
、
そ
の
主
な
一
例
と
し
て
殺
人
・
自
殺
・
過
失
死
(
過
ク
て
断
住
ま
た
は
樹
上
か
ら
落
ち
、
水
に
溺
れ
、
毒
蛇
に
吹
ま
れ
、
或
は
出
猟
小
川
州
友
に
よ
り
以
ク
て
銃
殺
さ
れ
る
な
ど
)
、
そ
の
他
変
死
・
人
の
知
ら
た
い
問
の
絶
息
・
近
親
婚
・
離
婚
・
私
通
等
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
り
介
に
以
、
阪
を
川
川
り
、
そ
の
血
を
見
て
凶
犯
を
紋
い
、
再
び
か
く
の
ご
と
き
事
件
の
生
じ
な
い
よ
う
祈
り
、
後
そ
の
肉
を
も
ク
て
一
家
に
A
A
け
る
。
か
く
の
ご
と
く
、
グ
プ
ウ
た
る
観
念
が
人
の
行
為
の
み
な
ら
や
ノ
、
動
植
物
に
も
存
し
て
い
る
の
を
見
る
と
'
と
も
に
、
更
に
自
然
的
事
象
に
も
及
ん
で
い
る
も
の
と
推
測
し
う
る
の
で
あ
り
、
乙
の
乙
ど
は
従
来
の
グ
プ
ウ
説
に
強
く
再
考
を
泊
る
も
の
で
あ
る
ゆ
口
た
と
え
ば
、
阪
が
一
四
な
い
し
三
国
仔
な
内
ん
だ
ら
グ
プ
ウ
で
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か
、
胡
瓜
を
杭
え
て
一
節
々
々
に
災
が
生
る
と
や
は
り
グ
プ
ウ
で
九
八
ベ
τ
て
し
き
っ
(
ア
タ
ヤ
パ
叫
ソ
ス
リ
ン
社
日
川
市
川
)
去
い
う
市
公
は
、
い
う
と
と
ろ
の
危
害
物
敵
附
に
上
る
保
全
の
木
能
を
も
ク
て
は
品
川
し
い
ご
一
札
い
の
で
あ
る
n
人
川
'r
吻
机
物
そ
の
他
な
一
以
に
包
む
と
と
ろ
の
グ
プ
ウ
観
念
の
検
討
は
、
新
し
い
視
野
に
沿
い
て
進
め
ら
れ
れ
ば
次
ら
次
い
上
う
で
あ
る
口
(
1
)
市
政
川
村
河
合
計
、
久
イ
ヤ
ル
技
終
日
(
犬
同
九
年
)
阿
四
五
!
、
四
七
!
、
R
O
l、
五
一
!
、
主
主
l
、
五
入
!
等
(
2
)
蒋
限
的
問
訓
守
一
報
告
書
第
一
君
、
七
五
l
七
六
日
(
3
)
木
居
官
長
の
前
が
想
担
さ
れ
る
の
で
あ
%
。
古
市
川
伝
(
=
一
十
)
は
「
W
/
ミ
」
の
古
義
に
つ
い
て
次
の
主
う
に
説
明
し
て
い
る
「
凡
て
都
美
は
、
都
々
美
の
切
ま
り
た
る
一
一
百
に
て
、
古
認
に
、
出
々
実
那
久
、
叉
都
々
麻
波
受
な
ど
一
去
る
都
々
美
と
一
y
に
て
、
話
の
凶
事
を
云
、
:
:
・
其
は
必
し
本
悪
行
の
み
を
云
に
非
ず
、
的
叉
制
な
ど
、
心
と
為
る
に
は
非
で
、
同
然
に
あ
る
串
に
て
も
、
凡
て
厭
ひ
悪
む
べ
き
凶
事
を
ば
、
皆
都
美
と
一
五
な
り
、
然
る
を
世
ノ
人
罪
ノ
字
に
泥
み
て
、
た
y
m
N行
を
の
み
云
と
心
得
て
、
郡
美
て
ふ
言
の
木
義
を
わ
き
ま
へ
ざ
る
故
に
、
肢
の
罪
条
の
中
に
、
心
得
か
ね
て
、
解
4
M
A
t
-
お
れ
る
が
多
き
な
り
、
罪
の
字
は
、
た
だ
悪
行
の
一
?
に
就
て
当
た
る
も
の
に
て
郡
美
と
云
総
て
の
窓
に
は
当
ら
ざ
る
と
と
多
し
L
(
古
川
木
、
一
五
六
七
頁
U
D
第
タ
プ
タ
設
の
批
判
(
そ
の
二
)
及
び
結
論
五
グ
プ
ウ
説
の
第
二
点
、
グ
プ
ウ
(
災
厄
的
禁
止
規
範
)
を
も
ク
て
人
類
の
長
原
始
規
範
と
す
る
観
方
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
論
者
は
人
類
行
為
の
規
範
は
そ
の
初
め
は
グ
プ
ウ
で
あ
り
、
し
か
し
グ
プ
ウ
に
は
終
始
グ
プ
ウ
と
し
て
存
す
る
も
の
あ
り
、
或
は
原
性
を
存
し
訟
が
ら
他
の
規
範
に
介
化
す
る
も
の
あ
り
、
或
は
原
性
を
喪
ク
て
他
の
規
範
に
八
刀
化
す
る
と
説
く
町
要
す
る
に
グ
プ
ウ
を
出
発
点
と
し
て
法
の
進
ル
ん
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
ω口
法
の
起
原
に
関
す
る
タ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
一
入
三
経
色
と
経
済
一
入
四
い
わ
ゆ
る
グ
プ
ウ
な
る
呪
的
信
念
が
財
産
・
身
命
・
貞
操
等
生
活
的
諸
関
係
に
つ
い
て
防
犯
的
機
能
を
営
む
乙
と
は
未
聞
原
始
社
会
に
・
お
い
て
流
し
い
も
の
の
あ
る
と
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
社
会
に
沿
い
て
防
犯
的
機
能
を
営
む
も
の
は
決
し
て
グ
プ
ウ
の
み
で
は
伝
く
、
そ
の
他
に
も
と
れ
と
蛙
ん
で
積
唱
え
の
配
成
の
存
す
る
と
と
を
見
ね
ば
た
ら
な
い
ロ
従
ク
て
グ
プ
ウ
的
事
象
を
迎
式
祝
す
る
あ
ま
り
そ
れ
を
歴
史
段
階
的
に
振
り
か
え
て
、
グ
プ
ウ
を
も
っ
て
法
の
故
原
始
規
範
y
y
し
す
る
見
方
は
、
決
し
て
正
し
い
も
の
と
い
え
な
い
乙
と
と
か
仏
る
。
筆
者
が
原
住
民
調
布
を
進
め
て
ゆ
く
に
従
っ
て
、
ま
づ
次
の
工
う
訟
と
と
が
起
っ
た
口
そ
れ
は
財
産
、
殊
に
所
有
物
・
先
占
、
物
桜
一
不
の
グ
プ
ウ
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
此
の
加
の
奴
一
不
在
侵
せ
ば
災
厄
が
あ
る
と
い
う
口
述
者
も
あ
る
が
、
他
方
「
と
の
椋
示
を
侵
f
乙
と
は
グ
プ
ウ
で
は
な
い
が
、
し
か
じ
似
し
て
は
反
ら
ね
」
と
い
う
口
述
が
多
く
出
て
来
た
の
で
あ
る
口
筆
者
が
そ
ん
な
乙
と
は
あ
る
ま
い
と
念
を
押
す
が
、
い
や
似
か
に
そ
う
だ
正
確
一
一
.
け
す
る
も
の
が
出
て
来
た
。
た
と
え
ば
、
ア
グ
ヤ
ル
校
の
プ
セ
ガ
シ
、
プ
ス
リ
γ
、
セ
一
フ
オ
カ
の
間
社
め
、
サ
イ
シ
ャ
ツ
f
放
の
間
社
ω、
プ
メ
γ
牧
カ
T
グ
ラ
γ
社
、
。
ハ
イ
ワ
γ
投
ポ
γ
ガ
リ
社
、
ア
ミ
故
パ
ヲ
γ
社
等
の
口
述
汗
が
乙
れ
で
あ
る
口
乙
の
一
羽
宍
を
、
以
初
ωう
ち
沼
市
什
は
机
以
内
士
の
い
う
グ
プ
ウ
の
八
刀
化
で
あ
り
、
グ
プ
ウ
た
る
原
性
を
喪
っ
て
単
な
る
羽
川
俗
的
規
範
に
化
し
た
も
の
Emし
て
い
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
ど
う
も
釈
然
た
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
一
日
一
先
入
主
と
た
っ
た
考
え
は
な
か
友
か
抜
け
喝
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
所
有
抑
制
等
の
成
立
を
グ
プ
ウ
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
所
有
権
は
グ
プ
ウ
で
は
な
い
が
し
か
し
臼
さ
な
い
(
む
し
ろ
他
の
所
有
物
を
そ
の
ま
ま
ヰ
重
す
る
)
と
い
う
の
が
本
来
の
姿
で
は
左
か
ろ
う
か
と
い
う
乙
と
に
一
閃
気
が
つ
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
う
気
の
付
い
て
行
っ
た
調
査
で
あ
ク
た
せ
い
か
、
昭
和
十
四
年
夏
の
調
査
は
大
い
に
得
る
と
乙
ろ
が
あ
ク
た
口
そ
の
一
つ
と
し
て
ア
ミ
校
パ
ラ
シ
社
の
口
述
を
あ
げ
る
と
川
w
i
l
l
発
見
し
た
物
に
印
し
(
プ
ル
ン
)
を
す
る
。
ザ
ず
が
あ
れ
ば
茅
で
な
し
、
初
で
あ
れ
ば
樹
皮
に
傷
け
て
沿
き
、
ま
た
渓
で
材
木
を
発
見
し
た
と
き
に
は
、
石
左
上
に
の
せ
て
傷
を
つ
け
て
治
く
し
、
畑
に
は
境
を
す
る
。
乙
れ
ら
は
ね
ん
だ
り
侵
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
と
の
侵
犯
は
パ
イ
シ
ジ
(
H
タ
プ
ウ
)
で
は
な
い
。
し
か
し
侵
し
た
乙
と
が
知
れ
る
ん
一
川
町
と
な
る
o
m附
し
て
傷
害
沙
汰
と
な
れ
ば
。
ハ
イ
シ
γ
(
同
校
相
傷
の
グ
プ
ウ
)
で
あ
る
。
乙
の
場
合
に
は
そ
の
材
木
は
来
て
て
し
交
う
か
、
決
人
に
光
ク
て
し
支
う
ロ
さ
う
じ
な
い
と
、
一
家
の
内
に
附
一
時
が
起
き
た
り
病
人
が
出
る
と
。
査
し
興
味
あ
る
口
述
で
あ
ク
た
。
ク
ぎ
に
、
熔
姻
の
グ
プ
ウ
に
つ
い
て
は
、
ん
ポ
ボ
引
の
予
犯
に
反
し
て
、
原
住
民
一
・
般
に
ど
の
口
述
汗
も
、
・
ヂ
ク
と
す
か
ら
一
夫
一
知
で
あ
る
と
い
う
。
詐
察
官
吏
院
作
所
所
は
の
一
い
口
約
ω品
川
は
、
い
づ
れ
も
例
外
な
く
一
夫
一
刻
で
あ
る
口
口
述
汗
に
問
す
に
当
ク
て
「
一
人
の
川
ー
で
二
人
の
京
、
花
も
ク
て
い
る
ω以
グ
プ
ウ
か
」
と
い
う
川
の
沿
わ
が
方
を
し
た
口
す
る
と
考
え
て
い
て
K
か
な
か
返
事
を
し
な
い
ロ
即
山
川
に
「
h
N
，
ソ
山
ソ
」
で
す
し
仁
ω
N・
一
川
花
子
別
し
て
い
た
札
口
、
ど
う
し
た
こ
と
か
と
思
ク
た
。
そ
れ
で
は
「
一
人
で
二
人
の
一
誌
を
も
ク
て
い
る
お
ωが
わ
ろ
か
」
kmく
し
し
「
石
」
と
い
う
口
「
で
は
そ
う
い
う
例
が
あ
ク
た
か
」
と
。
「
否
」
口
「
で
は
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
」
と
川
く
と
「
否
」
と
い
う
。
「
し
か
ら
ば
一
夫
二
去
は
グ
プ
ウ
で
あ
ろ
う
」
と
念
を
押
す
と
「
グ
プ
ウ
で
は
た
い
」
と
い
う
n
…
小
芥
は
災
に
考
え
ざ
る
を
え
た
か
ク
た
。
そ
の
う
ち
に
ハ
ツ
T
気
が
付
き
出
し
た
、
私
の
問
が
無
理
で
あ
ク
た
と
と
を
。
す
た
わ
五
一
人
で
二
人
の
去
を
も
ク
た
と
い
う
宍
例
を
考
え
る
こ
と
が
閃
雌
で
あ
る
ほ
ど
に
、
例
外
た
く
違
反
た
く
二
六
一
婦
と
い
う
と
と
が
守
ら
れ
通
さ
れ
て
来
て
い
る
わ
け
で
(
彼
等
の
死
後
の
秋
山
沖
ま
で
一
夫
一
刻
制
で
あ
る
)
、
し
ば
し
ば
の
違
反
が
た
け
れ
ば
災
厄
的
禁
止
す
伝
わ
ち
グ
プ
ウ
の
観
念
が
生
れ
て
来
十
、
か
さ
な
る
違
反
が
あ
れ
ば
と
そ
グ
プ
ウ
の
観
念
が
生
れ
て
来
る
の
で
あ
る
と
。
さ
れ
ば
彼
等
に
拾
い
て
は
一
夫
一
婦
の
慣
行
が
そ
の
ま
ま
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
(
そ
の
ま
ま
と
い
っ
て
も
無
自
覚
と
い
う
怠
味
で
は
な
い
と
と
は
、
姦
通
が
戒
め
ら
れ
来
ク
て
い
る
と
と
で
も
介
か
る
て
そ
れ
が
一
夫
多
安
の
否
定
、
多
夫
一
安
等
の
否
定
で
は
な
い
と
と
が
判
明
し
来
ク
た
次
第
で
あ
る
。
ク
ぎ
に
近
親
禁
婚
に
つ
い
て
さ
え
一
郊
の
口
述
才
、
た
と
え
ば
ア
ミ
校
リ
一
プ
ウ
社
の
口
述
者
は
、
再
従
兄
弟
姉
妹
ま
で
の
通
併
は
カ
パ
ナ
ハ
(
H
タ
プ
ウ
)
で
は
注
い
が
、
し
か
し
こ
れ
を
な
さ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
近
親
通
熔
は
こ
れ
を
な
さ
な
い
が
、
し
か
し
カ
パ
ナ
ハ
な
る
が
故
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
は
、
自
己
を
保
謎
し
て
く
れ
る
人
の
数
の
少
く
な
る
と
と
、
ま
た
夫
姉
の
問
に
土
地
を
介
配
せ
ね
ば
怒
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
と
」
ゆ
。
ま
た
パ
イ
ワ
シ
枚
ヲ
イ
社
で
は
、
姦
通
は
パ
リ
シ
ー
と
は
考
え
て
い
な
い
ら
し
く
、
ク
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
有
夫
の
妻
の
姦
通
は
有
支
の
男
の
姦
通
上
り
も
一
一
回
惑
い
と
考
え
ら
れ
て
長
り
、
女
'
は
男
と
具
り
自
分
で
子
供
を
搾
む
の
で
あ
る
か
ら
恥
か
し
い
と
慎
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
ゆ
口
こ
れ
ら
は
グ
プ
ウ
的
で
も
な
い
考
慮
が
行
為
準
則
の
背
景
を
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
一
般
に
原
住
民
の
家
族
生
活
は
親
子
・
夫
婦
・
兄
弟
等
の
相
互
の
敬
愛
心
に
基
く
強
い
結
合
で
あ
ク
て
、
一
々
グ
プ
ウ
的
其
罰
を
背
景
と
す
る
も
の
で
伝
く
、
む
し
ろ
そ
の
ま
ま
端
的
に
措
定
し
肯
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
底
の
も
の
で
あ
訟
の
起
阪
に
悶
す
る
タ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
一
入
五
経
営
と
経
治
一
入
六
る
0
.
「
ム
口
汚
祈
校
山
内
研
究
」
の
著
者
が
帝
政
ノ
似
刊
ヲ
的
成
ス
ル
人
生
行
動
ノ
準
則
ハ
共
初
皆
所
謂
「
グ
プ
1
」
即
チ
広
義
ノ
禁
忌
ニ
シ
テ
共
違
反
ハ
社
会
活
ク
ハ
個
人
一
三
対
ス
ル
災
厄
ヲ
招
ク
成
閃
ナ
リ
T
ス
ル
信
念
ニ
依
リ
道
守
セ
一
フ
レ
グ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。
:
:
:
人
生
行
動
ノ
準
則
ハ
悉
ク
禁
忌
ヨ
リ
成
リ
、
敢
テ
或
準
則
三
理
反
セ
ス
随
テ
或
行
為
ヲ
避
止
ス
ル
ハ
総
テ
災
厄
ノ
原
因
グ
ル
ヘ
シ
?
為
ス
擢
災
信
念
ニ
根
拠
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
(
同
一
世
話
四
巻
五
、
九
頁
)
と
の
推
測
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
筆
者
が
集
録
し
た
諸
口
述
の
う
ち
で
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
は
、
グ
プ
ウ
を
も
っ
て
故
原
始
規
範
を
な
す
論
者
(
従
ク
て
ま
た
法
の
担
ほ
に
問
す
る
刑
法
先
存
説
へ
つ
ら
た
る
)
へ
の
頂
門
の
一
針
と
い
う
べ
し
。
ア
ミ
挨
グ
ウ
ラ
社
の
口
述
宥
日
く
継
親
と
子
(
血
の
つ
な
が
り
な
し
)
止
の
怜
仰
は
カ
パ
ナ
ハ
(
H
タ
プ
ウ
)
で
は
な
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
ロ
し
か
る
に
近
時
に
グ
ウ
ヲ
・
リ
ラ
ウ
・
ポ
ク
ポ
ク
の
三
社
な
，
M
じ
て
わ
れ
わ
れ
は
唯
一
の
宍
例
を
有
す
る
に
至
っ
た
口
そ
れ
は
ラ
イ
ス
・
ツ
ノ
ル
怠
る
女
は
年
老
い
て
百
で
あ
っ
た
。
彼
女
に
は
先
夫
と
ω川
に
パ
ハ
・
ラ
イ
ス
な
る
女
の
子
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
ラ
イ
ス
の
後
夫
ポ
ヤ
ル
・
ワ
グ
シ
(
す
な
わ
ち
バ
ハ
の
継
父
)
は
-
プ
イ
ス
の
死
後
。
ハ
ハ
と
松
川
し
そ
の
問
に
子
が
生
れ
た
が
、
一
人
を
除
い
て
皆
天
死
し
、
。
ハ
ハ
も
亦
盲
目
と
な
ク
た
。
乙
ん
な
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
後
、
終
引
と
子
と
の
結
併
は
カ
パ
ナ
ハ
と
せ
ら
れ
る
に
至
ク
た
と
の
。
乙
れ
を
要
す
る
に
、
彼
等
の
生
活
の
実
相
に
む
い
て
は
、
行
為
の
中
川
に
対
じ
て
の
或
る
種
の
違
反
は
災
厄
必
至
の
グ
プ
ウ
と
し
て
禁
忌
さ
れ
、
或
る
違
反
は
恥
か
し
い
と
い
う
工
う
な
道
徳
的
感
情
に
よ
っ
て
戒
め
ら
れ
、
或
る
違
反
は
自
分
の
保
護
者
や
所
有
地
が
減
る
と
い
う
工
う
た
家
事
的
・
経
済
的
考
慮
に
よ
っ
て
避
止
さ
れ
、
或
る
違
反
は
同
校
問
の
喧
嘩
を
招
く
と
い
う
よ
う
な
実
力
的
背
景
に
よ
っ
て
防
念
さ
れ
、
さ
ら
に
或
る
準
則
は
従
来
繰
返
し
て
行
わ
れ
て
来
た
と
い
う
以
外
に
特
別
の
配
慮
な
く
し
て
守
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
一
ク
の
配
慮
が
存
す
る
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
複
数
の
配
慮
が
競
合
し
て
と
れ
を
予
防
す
る
こ
τ
ど
も
あ
る
わ
け
、
づ
ま
り
、
グ
プ
ウ
的
・
道
徳
的
・
実
力
的
・
慣
例
的
等
の
諸
般
の
考
慮
が
相
依
り
相
侯
っ
て
防
犯
的
機
能
を
全
う
し
つ
ク
あ
る
の
で
あ
る
n
六
以
上
の
江
口
泊
に
ク
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
機
能
論
学
説
の
所
説
に
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
あ
る
口
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
1
(
宮
巴
吉
。
44ω
医
)
い
わ
く
l
l
へ
γ
リ
1
・
メ
イ
γ
(
出
。
ロ
ミ
∞
・
昌
也
ロ
ω)
か
ら
例
え
ば
ホ
プ
ハ
ウ
ス
(
図
。
げ
何
回
。
ロ
ω
O
〉
、
ロ
ー
ウ
ヰ
(
同
・
国
・
回
、
。
io)
、
シ
ド
ニ
ー
・
ハ
1
T
一フ
Y
ド
(
白
血
H
M
O
M
-
出
向
2
2
3
の
ご
止
さ
故
近
の
柊
成
に
至
る
ま
で
未
聞
共
同
社
会
の
法
作
学
は
犯
罪
と
刑
罰
の
叙
述
に
尽
き
る
と
い
う
見
併
に
上
っ
て
た
川
さ
れ
た
口
ハ
1
T
Jフ
Y
ド
は
共
著
「
原
始
法
』
(
阿
V
E
B昨
日
〈
O
F
ω
J
3
3
M
品
)
に
・
お
い
て
原
始
社
会
に
沿
い
て
は
「
立
法
ω松
心
は
グ
プ
ウ
の
一
系
列
で
あ
る
」
と
か
、
ま
た
「
殆
ど
す
ぷ
て
の
古
代
の
法
典
は
公
止
か
ら
杭
成
さ
れ
て
い
る
」
、
し
か
し
て
児
に
「
超
自
然
的
刑
叫
の
旅
実
に
ク
い
て
の
一
般
的
信
仰
と
、
仲
間
の
同
町
を
疎
隔
せ
し
め
る
と
い
う
乙
と
が
、
部
政
川
刊
の
破
取
の
防
止
に
完
全
に
十
介
で
あ
る
恐
怖
の
雰
囲
気
を
生
み
だ
し
た
も
の
で
あ
る
」
等
々
を
読
む
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
少
な
の
非
常
伝
例
外
の
場
合
や
宗
教
の
神
聖
注
規
則
を
除
い
て
は
、
か
か
る
恐
怖
の
雰
回
気
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
乙
れ
と
は
反
対
に
、
部
故
山
刊
の
破
楽
は
特
殊
の
機
桔
に
よ
っ
て
防
止
せ
ら
れ
て
い
る
口
と
の
研
究
と
そ
原
始
法
学
の
真
の
介
野
で
あ
る
と
向
。
す
た
わ
ち
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
は
タ
プ
ウ
的
事
象
を
過
小
に
評
価
し
、
し
た
が
っ
て
刑
法
で
は
な
く
民
法
が
部
校
生
活
の
全
面
を
支
配
す
る
実
定
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
一
方
か
ら
は
権
利
と
み
た
さ
れ
、
他
方
か
ら
義
務
と
認
め
ら
れ
、
そ
し
て
ま
た
彼
等
の
社
会
に
固
有
な
相
互
主
義
と
公
共
性
の
特
殊
機
梢
に
よ
ク
て
法
と
し
て
の
効
力
党
維
持
さ
れ
て
い
る
と
説
く
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
グ
プ
ウ
で
は
な
く
し
て
「
互
酬
関
係
」
が
法
の
芸
礎
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
け
だ
し
い
わ
ゆ
る
グ
プ
ウ
説
に
対
す
る
一
の
鎮
静
剤
た
る
を
夫
わ
な
い
で
あ
ろ
う
ロ
と
も
あ
れ
グ
プ
ウ
説
は
グ
プ
ウ
の
も
つ
局
部
的
友
防
犯
機
能
を
過
京
祝
し
、
一
般
化
す
る
と
と
も
に
歴
史
段
階
的
に
振
替
え
て
、
法
の
進
化
は
何
時
何
処
の
民
族
で
も
先
や
グ
プ
ウ
に
発
し
て
と
れ
工
り
法
律
規
範
へ
と
移
行
す
る
と
な
す
も
の
で
、
非
現
実
的
た
推
論
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
ロ
グ
プ
ウ
説
は
、
法
の
起
原
に
関
す
る
刑
法
先
存
説
と
述
た
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
台
清
原
住
民
調
査
の
結
論
と
し
て
刑
法
先
存
説
に
左
祖
す
る
の
に
醇
躍
す
る
。
む
し
ろ
民
法
先
存
説
に
傾
く
の
で
あ
る
。
(
と
の
私
見
は
、
彼
等
の
頭
目
組
織
に
・
お
い
て
グ
プ
ウ
的
色
彩
を
欠
く
乙
と
、
彼
等
の
制
裁
一
般
が
股
財
的
色
彩
の
濃
い
乙
と
な
ど
、
つ
ま
り
未
聞
社
会
に
長
け
る
私
法
的
措
成
の
原
理
に
よ
っ
て
一
回
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
改
め
て
述
べ
た
い
)
。
七
民
法
先
存
説
は
法
現
象
を
も
っ
て
人
間
相
互
の
互
酬
関
係
と
注
す
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
法
の
起
原
に
関
す
る
タ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
「
目
に
は
目
を
、
歯
に
一
八
七
経
色
と
経
済
は
歯
を
」
'
ど
い
う
格
言
が
示
す
工
う
な
単
な
る
形
式
的
危
互
酬
関
係
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
た
い
。
原
始
法
の
根
本
精
神
を
明
か
に
す
る
に
は
、
性
や
食
物
に
対
す
る
強
い
誘
惑
や
わ
が
ま
な
ま
私
利
私
秋
山
が
、
社
会
の
安
寧
・
利
治
の
た
め
に
合
目
的
的
に
統
制
さ
れ
て
誠
実
や
信
愛
に
高
め
ら
れ
て
ゆ
く
心
理
的
態
度
や
仙
絡
的
互
酬
関
係
が
考
え
ら
れ
ね
ば
た
ら
ね
の
で
あ
る
ω。
原
始
法
と
し
て
の
民
法
の
根
祇
に
あ
る
合
理
性
は
、
彼
等
の
「
情
操
」
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
口
彼
等
の
日
常
生
活
に
告
け
る
種
々
の
事
柄
は
、
木
当
に
兵
休
的
に
そ
れ
肖
身
に
当
ク
て
み
る
喝
な
ら
ば
、
い
か
に
好
き
た
乙
と
・
好
か
ね
乙
と
、
好
ま
し
い
・
好
ま
し
く
か
仏
い
、
好
い
・
好
く
た
い
、
好
さ
・
わ
る
さ
、
不
・
不
快
と
い
う
乙
と
で
充
ち
て
い
る
か
が
知
ら
れ
工
う
。
例
え
ば
パ
イ
ワ
γ
校
一
プ
イ
社
の
口
述
に
ヱ
る
み
」
、
尽
に
相
当
す
る
審
誌
を
ナ
ウ
ャ
、
北
口
に
相
当
す
る
誌
を
ナ
グ
ワ
と
い
う
ロ
ま
た
ナ
ウ
ャ
・
ア
グ
ウ
(
凶
日
・
不
・
古
川
)
、
ナ
グ
ワ
・
ア
グ
ウ
(
吉
日
)
と
い
う
工
う
に
吉
・
凶
の
立
・
味
に
用
い
る
。
と
れ
と
同
系
統
の
諾
と
し
て
ナ
ウ
ヤ
ウ
ヤ
(
似
て
ナ
グ
ナ
グ
ワ
(
尖
・
例
え
ば
美
し
い
女
て
ま
た
サ
ウ
ヤ
(
不
味
い
)
、
サ
グ
ワ
(
美
味
)
と
か
、
マ
ド
ウ
ャ
・
ア
ダ
ウ
(
天
気
の
.mい
日
)
、
マ
ド
ウ
グ
ワ
・
ア
グ
ウ
(
天
気
の
好
い
日
)
た
ど
の
一
一
一
一
け
い
呪
わ
し
が
あ
る
。
仏
側
ル
干
の
生
祈
の
糸
川
村
川
内
い
好
く
・
好
か
ね
、
好
い
・
わ
る
い
の
波
山
で
池
内
迭
さ
れ
て
い
る
工
う
に
み
え
る
口
そ
の
典
型
的
た
も
の
は
家
紋
生
活
で
あ
る
と
曹
と
は
い
う
免
で
も
な
い
。
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
は
、
彼
等
に
・
お
け
る
給
対
を
法
的
契
約
の
代
表
的
訟
も
の
と
み
注
す
の
で
あ
る
が
、
「
と
の
高
度
に
佃
人
的
た
る
閃
係
は
、
他
方
に
沿
い
て
仙
制
的
依
存
k
m神
的
協
力
の
最
も
微
妙
た
色
彩
を
生
ぜ
し
め
、
人
間
の
関
係
と
し
て
存
在
す
る
う
ち
で
故
も
完
会
紅
蕊
済
的
共
沌
制
を
当
然
に
伴
っ
て
い
る
が
、
と
の
協
力
乙
そ
は
法
律
の
地
位
台
工
び
法
律
左
他
の
行
動
規
範
と
の
関
係
を
研
究
す
る
に
故
上
の
も
の
で
あ
る
」
去
の
べ
て
い
る
仰
。
す
な
わ
ち
、
好
く
，
好
か
ね
、
ま
た
は
快
・
不
快
と
い
ク
て
も
彼
等
の
休
険
の
な
か
で
直
ぐ
に
治
え
て
ゆ
く
気
分
の
ご
と
き
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
あ
り
た
い
」
ま
た
は
「
あ
り
た
く
な
い
」
と
い
う
内
倒
的
と
し
か
他
に
一
一
一
口
い
工
う
も
な
い
能
力
に
応
じ
て
い
る
状
態
、
也
市
と
と
に
そ
れ
が
好
き
な
と
と
・
好
か
ね
と
と
訟
の
で
あ
る
口
好
ま
し
い
と
と
・
好
ま
し
く
な
い
と
と
訟
の
で
あ
る
口
一
般
に
内
等
の
感
仙
の
経
験
に
・
お
け
る
好
さ
・
好
ま
し
さ
を
、
「
合
理
性
」
と
い
う
と
と
か
ら
み
る
と
三
つ
に
分
け
符
ら
れ
工
う
。
。
(
第
一
)
日
非
人
口
町
的
な
も
の
に
即
し
て
の
好
さ
・
わ
る
さ
の
感
じ
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
あ
る
事
柄
に
対
し
て
「
ど
う
し
て
も
堪
え
る
と
ん
一
が
で
だ
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
反
対
の
と
と
が
真
実
と
し
て
肯
定
せ
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
口
そ
の
根
ざ
す
と
乙
ろ
は
好
ま
し
く
な
一
人
入
い
・
不
快
の
感
情
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
皮
を
ク
上
め
て
一
一
一
一
代
決
定
的
た
行
為
糸
川
と
し
て
陥
ん
で
く
る
場
合
で
あ
る
。
神
聖
な
も
の
・
汚
級
友
も
の
に
接
触
す
忍
と
と
は
、
と
も
に
別
い
え
椛
い
所
で
あ
り
、
従
ク
て
と
れ
を
避
け
る
と
し
し
が
只
災
と
し
て
う
た
づ
'
か
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
グ
プ
ウ
の
も
つ
規
筒
性
は
と
れ
に
外
K
ら
な
い
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
。
(
川
公
一
)
は
'Hmmh作
作
的
k
h
の
に
即
し
て
の
好
さ
・
わ
る
さ
の
感
じ
で
あ
る
。
彼
等
は
，
け
然
的
-K
引
の
叫
に
対
し
て
穴
え
宇
美
し
い
-
M
い
、
川
町
い
・
わ
ろ
い
、
快
・
不
快
し
じ
ω刊
聞
を
下
し
て
い
る
・
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
て
か
工
う
た
叫
断
力
が
あ
れ
ば
乙
そ
日
照
り
・
長
川
・
仙
川
?
、
-
丸
山
ト
校
山
・
山
川
巾
ぃ
一
一
次
ど
も
役
得
に
と
っ
て
ま
と
と
に
偶
然
な
ら
ざ
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
そ
の
前
に
現
象
し
て
く
る
の
で
あ
ろ
n
従
っ
て
か
上
う
次
い
わ
ば
不
同
然
・
不
調
和
な
事
朱
に
対
し
て
も
、
と
れ
を
グ
プ
ウ
等
々
と
し
て
、
避
け
、
主
た
は
解
除
す
る
方
法
が
'
に
ら
れ
お
の
で
あ
る
の
色
、
。
。
(
川
公
二
)
は
ん
川
町
的
な
も
の
に
即
し
て
の
好
さ
・
わ
る
さ
の
感
じ
で
あ
る
。
感
情
の
働
き
が
激
動
的
・
突
発
的
で
泣
く
そ
の
う
ち
に
指
導
の
力
、
す
な
わ
ち
理
知
の
働
き
が
合
生
れ
て
い
.
る
場
合
に
は
、
そ
と
に
客
観
的
・
普
通
的
な
も
の
(
H
A
H
却
性
)
を
示
す
の
で
あ
る
。
い
か
に
未
問
、
な
民
放
に
お
い
て
も
政
治
や
法
制
が
威
嚇
や
強
制
の
み
で
完
全
に
行
わ
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
自
由
・
平
等
・
節
義
・
人
道
た
ど
の
華
え
し
い
主
義
・
主
張
を
掲
げ
た
く
て
も
家
扶
・
民
放
・
部
落
伝
ど
の
一
定
集
団
の
成
良
は
秩
序
に
服
し
、
財
産
や
婚
姻
の
秩
序
を
保
ち
、
平
和
の
維
持
や
幸
福
の
増
進
の
た
め
に
個
人
の
勝
手
伝
慾
突
を
抑
え
て
、
生
活
必
要
に
応
じ
つ
づ
、
合
目
的
的
に
一
定
の
規
定
に
し
た
が
う
の
で
あ
る
。
そ
と
で
は
必
然
的
・
奴
殻
的
に
自
然
た
ら
び
に
文
化
的
必
市
川
に
応
や
る
の
で
は
た
く
、
合
理
的
な
好
さ
・
好
ま
し
さ
の
判
断
力
に
よ
っ
て
合
目
的
的
ま
た
は
互
酬
的
に
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
そ
と
に
中
山
り
辺
原
理
的
た
も
の
を
洞
察
し
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
辺
徳
的
・
経
済
的
・
実
力
的
・
慣
習
的
等
々
の
諸
肉
衰
の
何
れ
と
も
結
合
し
う
る
と
い
う
エ
T
ワ
ス
で
あ
り
、
す
た
わ
ち
と
れ
一
一
仰
の
技
術
的
な
合
目
的
性
と
合
理
性
(
と
と
に
は
そ
の
無
自
性
)
に
外
注
ら
泣
い
の
で
あ
る
口
さ
て
と
の
人
口
頭
的
た
好
さ
・
わ
る
さ
の
判
断
力
は
、
一
方
に
沿
い
て
非
合
理
的
・
グ
プ
ウ
的
た
も
の
と
し
て
の
そ
れ
と
、
他
方
に
お
い
て
自
然
存
在
的
な
も
の
に
即
し
て
の
好
さ
・
わ
る
さ
と
、
も
と
工
り
互
に
別
物
で
は
な
く
て
同
じ
く
感
情
的
桜
能
の
表
わ
れ
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
主
た
乙
れ
ら
の
相
辺
関
す
る
も
の
の
間
に
あ
っ
て
そ
れ
肖
身
独
立
の
範
域
を
た
す
も
の
と
み
往
し
う
べ
く
、
原
始
法
と
し
て
の
民
法
の
規
範
性
も
と
と
に
求
む
る
外
た
い
の
で
あ
る
。
換
一
一
目
す
れ
ば
、
原
始
法
の
認
識
は
、
「
単
な
る
存
在
の
写
朱
」
で
も
た
く
、
ま
法
の
起
原
に
関
す
る
ダ
プ
ウ
説
と
そ
の
批
判
一一八九
経
也
と
経
済
一
九
O
た
「
汝
市
川
け
を
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
や
」
と
い
う
工
う
た
意
志
的
要
請
で
も
た
く
、
む
し
ろ
感
情
的
な
も
の
・
情
操
的
な
も
の
を
出
発
点
と
し
て
山
抑
制
化
へ
の
計
五
進
む
と
と
に
よ
ク
て
、
一
層
上
く
獲
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(
1
)
穂
積
陳
豆
、
前
掲
、
七
六
l
七
七
頁
(
2
)
プ
セ
ガ
シ
社
口
述
者
モ
ウ
ナ
・
ワ
タ
ン
、
チ
ワ
シ
・
一
フ
マ
他
(
昭
和
一
四
年
七
月
調
査
)
、
セ
一
プ
オ
カ
社
口
、
述
者
モ
1
ナ
・
ヤ
カ
オ
他
(
3
)
マ
リ
ン
社
ユ
1
ワ
イ
・
パ
ウ
ナ
イ
、
ハ
ン
テ
ウ
社
タ
一
フ
ウ
・
ュ
l
マ
オ
、
パ
カ
リ
1
社
パ
ア
イ
-
V
シ
共
述
(
昭
和
一
一
年
一
一
一
月
)
(
4
)
パ
一
プ
ン
社
口
、
述
者
ボ
ト
ル
、
ガ
ヤ
ウ
、
一
フ
ル
シ
等
(
昭
和
一
四
年
入
月
調
査
)
(
5
)
リ
一
プ
ウ
社
口
、
述
パ
一
プ
・
リ
リ
ウ
(
昭
和
一
四
年
入
月
調
査
)
(
6
)
一
ア
イ
社
口
、
地
者
ア
ピ
ト
ア
シ
・
ア
ル
ド
、
ウ
レ
レ
・
チ
ヤ
一
ブ
ス
他
(
昭
和
二
=
年
一
一
月
調
査
)
(
7
)
タ
ウ
一
プ
社
口
比
者
ロ
ホ
・
カ
ル
、
パ
サ
イ
・
へ
ノ
(
昭
和
一
四
年
七
月
調
査
)
(
0
0
)
出
・
ソ
区
一
ロ
o
a
r
r
c同
町
同
国
内
自
仏
C
E
S
S
-ロ
m
g
p
m
m
m
o
a巾
q
S
N。
(
青
山
道
夫
訳
)
(
9
)
杉
加
位
一
「
未
聞
人
の
政
治
と
法
律
」
(
昭
和
二
七
年
)
一
一
一
六
瓦
、
一
一
一
四
頁
(
叩
)
同
-
V
同
o
m
Eロ一
FP4司
自
仏
C
E
2
E
吋
。
日
河
口
2
2・
5
忠
中
の
己
P
H
E
0
3
5
の
序
文
(
士
口
回
一
次
訳
、
四
二
頁
)
